
JC
一般社団法人尾道青年会議所 http://www.ojc.or.jp/　〒722-0035 尾道市土堂2-10-3  尾道商工会議所ビル3F
TEL：0848-20-1110　FAX：0848-20-1112　E-mail：ojc@urban.ne.jp　Facebook：http://www.facebook.com/isojcnow

6月号
2026年JCLIFEJCLIFE

　
2
0
2
6
年
も
早
く
も
6
月
に
入
り
、い
つ
の
間
に
か
梅
雨

に
入
り
雨
時
々
夏
日
た
ま
に
真
夏
日
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
暑

い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。暑
く
て
た
く
さ
ん
汗
を
か
く
と
冷

た
い
飲
み
物
が
非
常
に
美
味
し
い
、と
り
わ
け
冷
え
た
ビ
ー
ル

や
チ
ュ
ー
ハ
イ
は
最
高
…
な
の
で
す
が
ふ
と
視
線
を
下
げ
る
と
し
っ
か
り
目
に

出
た
お
腹
が
や
は
り
目
に
つ
き
ま
す
。さ
す
が
に
、と
思
い
水
や
お
茶
で
食
事
し

て
い
る
の
で
す
が
、気
付
け
ば
手
に
は
お
酒
が
握
ら
れ
空
の
缶
や
ジ
ョ
ッ
キ
が
量

産
さ
れ
ま
た
大
き
く
な
る
我
が
腹
部
、自
分
の
意
志
薄
弱
さ
を
呪
う
日
も
続
い

て
お
り
ま
す
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
記
事 

：
徳
岡 

万
里
）

facebookHP Instagram

新　入　会　員　紹　介

●学生時代頑張ったこと
　バスケットボール部に所属し、仲間と切磋
琢磨しながら日々の練習に全力で取り組み
ました。試合に向けてチームで課題を乗り
越える中で、継続する力や協力する大切さ、
目標に向かって努力し続ける姿勢を身につ
けました。

●仕事で頑張っていること
　仕事を通して関わる人の人生を彩る
ことを大切にしています。一人ひとりに寄り添い、その人にとって価値のある時
間や体験をイベントを通して届けられるよう日々意識しています。
●趣味・好きなこと
　ゲームや漫画、アニメなどのエンタメが好きで、日々の楽しみになっています。
また、風景写真を撮ることも趣味で、自然や街並みの一瞬を切り取る時間を大切
にしています。

会社名 ㈲理興 R&Rレンタル尾道　会社住所 尾道市高須町4788-15　業種 イベント業（思い出創造業）

福
嶋

　広貴

ふ
く
し
ま

ひ
ろ
き

●学生時代に頑張ったこと
　小、中、高とずっと野球を続けてきました、高校は3年間寮
生活で野球に打込みました。
　一致団結して三年生の時には夏の甲子園に出場すること
ができました。

●仕事で頑張っていること
　弊社は防災事業として有事の
際の災害耐性を少しでも上げる
ために社員一丸となって日々努
力しています。
　年齢関係なく、同志が集うような職場をつくっていきます！
●趣味・好きなこと
　古い音楽を聞いたり昔の映画を見ることが好きなので、仕事と両立できるくら
いの時間が確保できるように頑張ります！

会社名 株式会社コアブリッジ 　会社住所 尾道市山波町2301-7　業種 住宅設備機器関連業

飛
谷

　暁儀

ひ
や

あ
き
の
り

編 集
後 記
編 集
後 記

　
5
月
15
日
（
金
）
、
「
A
I
を
“
使
う
”
か
ら

“
活
か
す
”
へ
～
活
動
を
支
え
る
新
た
な
選
択
肢

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
5
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
本
例
会
で
は
、
講
師
と
し
て
し
ま
な
み
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

粟
村
光
範

氏
を
お
招
き
し
、
A
I
技
術
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
即
興
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
や
会
社
の
P
R
ソ
ン
グ
を
生
成

す
る
実
演
も
交
え
な
が
ら
、
A
I
の
活
か
し
方
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
参
加
者
が
A
I
を
活
用
し

な
が
ら
尾
道
の
課
題
に
つ
い
て

考
え
、
意
見
を
出
し
合
い
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
実
践
を
通
し

て
、
A
I
技
術
を
J
C
活
動
に
ど

の
よ
う
に
活
か
せ
る
か
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
限
ら
れ
た
労
力
の
中
で
活
動
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
A
I
技
術
の
活
用
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
例
会
が
、
A
I
に
頼
り
切

る
の
で
は
な
く
、
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
上
手
に
活
か
し
な

が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
質
の

高
い
活
動
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
記
事
：
総
務
広
報
委
員
会 

委
員
長

徳
岡 

万
里
）

　
5
月
17
日
（
日
）
、
ト
ム
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
に
て

家
族
会
「
牧
場
物
語
～
自
然
と
い
の
ち
に
ふ
れ
る
牧

場
体
験
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
乳
牛
や
ヤ
ギ
、

羊
、
ロ
バ
な
ど
の
動
物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
パ

ン
作
り
・
バ
タ
ー
作
り
・
乳
し
ぼ
り
体
験
、
B
B
Q

を
通
し
て
、
自
然
の
豊
か
さ
や
“
い
の
ち
”
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
交
流
も
深
ま

り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
家
族
会
と
な
り
ま
し
た
。
家
族

会
を
通
じ
て
会
員
同
士
や
ご
家
族
同
士
が
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
準
備
・

運
営
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て

大
き
な
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
未
来
創
造
委
員
会 

幹
事
　
高
尾 

亮
平
）

　
6
月
2
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
6
月
合
同
委
員
会
に
て
理
事

長
候
補
者
等
選
考
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
に
先
立

ち
、
山
本
直
前
理
事
長
よ
り
、
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
の
心
構

え
や
注
意
事
項
を
説
明
し
、
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
票
の

結
果
、
理
事
長
候
補
者
等
選
考
委
員
に
選
出
さ
れ
た
の
は
左
記

の
7
名
の
方
々
で
す
。

（
五
十
音
順
）

安
保
大
輔
君
・
加
藤
雅
崇
君
・
加
藤
雄
大
君
・
亀
田
康
寿
君

半
田
祐
樹
君
・
向
井
豪
佑
君
・
吉
田
嵩
正
君

　
以
上
７
名
に
中
島
理
事
長
と
山
本
直
前
理
事
長
で
構
成
さ
れ

る
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
次
年
度
理
事
長
候
補
者
並
び
に
、
次

年
度
監
事
予
定
者
が
選
考
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、
次
年
度
理
事
長

は
ど
な
た
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
記
事
：
徳
岡 

万
里
）

5 

月 

例 

会

家 

族 

会

家 

族 

会
理
事
長
候
補
者
等

　
　
　
選
考
委
員
選
挙



　5月31日(日)、広島ブロック野球大会が開催され、主管LOM
として尾道青年会議所が運営を務めました。前日の30日には尾
道国際ホテルにて前夜祭を開催し、如水館高等学校チアリー
ディング部による迫力あるパフォーマンスや、自転車を活用した
組み合わせ抽選会アトラクションで大いに盛り上がり、参加者同
士の交流と親睦を深める機会となりました。
　大会当日は雲ひとつない晴天に恵まれ、広島県内12LOMのメ
ンバーが熱戦を繰り広げました。3会場に分かれての開催となり
ましたが、大きなトラブルや怪我もなく円滑に運営することがで
き、参加者の皆さまからも多くの喜びの声をいただきました。な
お、本大会は三次青年会議所が見事初優勝を果たされました。
ご参加、ご協力いただいた皆さまに心より感謝申し上げます。

（記事：地域交流委員会 委員長 　今城 佑基）

　令和8年5月31日（日）、広島ブロック野球大会が開催されました。尾道青年会議所は主管LOMとして
大会運営を担い、多くのメンバーの協力のもと当日を迎えました。
　予選リーグ第1戦は府中JCとの対戦。序盤から接戦となる中、梅本君の同点2点タイムリーが飛び出す
など打線が奮起し、6－3で勝利を収めました。
　続く第2戦は福山JCとの対戦。初回に2点を先制される苦しい展開となりましたが、中村君のホームラ
ンで同点に追いつきます。その後、二死満塁の好機を作るもあと一本が出ず、次の回に勝ち越しを許し、2
－4で惜しくも敗戦となりました。
　第3戦は庄原JCとの対戦。初回から打線がつながり5点を先制すると、2回には小迫佳紀君のホームラ
ンも飛び出し、終始試合の主導権を握ったまま勝利を収めました。
　結果としては2勝1敗となりましたが、得失点差により惜しくも上位進出とはなりませんでした。しかし
ながら、選手たちは最後まで諦めることなく全力で戦い抜き、尾道JCらしい熱い試合を展開しました。
　また、本大会開催にあたり、未来構築委員会の亀山委員長、小川委員長幹事をはじめ、組織づくり推進
室の吉田副理事長、地域交流委員会の今城委員長、髙橋副委員長ならびに委員会メンバーの皆様には、
大会準備および当日の設営・運営にご尽力いただきました。
　さらに、約3か月にわたる練習期間を通じ、多くの皆様より差し入れやご支援、ご声援をいただきました
ことに心より感謝申し上げます。
　選手・設営という立場を越え、尾道JCが一丸となって取り組んだ広島ブロック野球大会。この大会で改め
て感じた仲間の存在や尾道への想いという「燈」を、これからの青年会議所運動へとつなげてまいります。
　ご参加、ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。

（記事：キャプテン　福森 慈大）

ブロッ
ク

 野球
大会

　
5
月
9
日
（
土
）
、
賀
茂
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
理
事
長
を
は

じ
め
11
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
県
内

12
Ｌ
O
M
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
び
に
各
青
年

会
議
所
の
O
B
の
皆
様
が
一
堂
に
会
す
る

中
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る
大

変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
と
し

て
初
の
試
み
と
な
る
チ
ー
ム
対
抗
戦
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
（
ベ
ス
ト
ボ
ー
ル
方
式
）
が
採

用
さ
れ
、
普
段
交
流
す
る
機
会
の
少
な
い

他
L
O
M
の
皆
様
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
見
事
優
勝
を
果
た
さ
れ
た
の
は
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
で

も
あ
り
ま
す
小
池
会
長
率
い
る

チ
ー
ム
「
の
り
こ
し
と
ゆ
か
い
な

仲
間
達
」
の
皆
様
で
す
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
各
青
年
会
議
所

が
持
ち
寄
っ
た
地
域
の
名
産
品
が

贈
ら
れ
、
各
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
場
と
し
て
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
皆

様
、
並
び
に
主
管
い
た
だ
き
ま
し

た
東
広
島
青
年
会
議
所
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

　
5
月
23
日
（
土
）
、
竹
原
青
年

会
議
所
「
創
立
60
周
年
記
念
式
典 

～
き
ず
な
　
60
年
の
感
謝
を
、
未

来
へ
つ
な
ぐ
絆
に
～
」
に
、
尾
道

青
年
会
議
所
よ
り
理
事
長
、
専
務

理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
60
年
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ

て
き
た
歴
史

と
伝
統
、
未

来
へ
想
い
を

つ
な
い
で
い

く
力
強
い
決

意
が
感
じ
ら

れ
る
、
大
変

意
義
深
い
時

間
と
な
り
ま

し
た
。
祝
賀

会
で
は
現
役
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
楽
器

演
奏
が
披
露
さ
れ

る
他
、
竹

原
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
素
晴

ら
し
い
設
え
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、
竹
原
青
年
会

議
所
創
立
60
周
年
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

　
5
月
11
日
（
月
）
、
尾
道
国
際
ホ

テ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
「
第
4
回 
歴

代
理
事
長
・
専
務
理
事
懇
親
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
中
島
理
事
長
を
は
じ
め

数
名
の
現
役
メ
ン
バ
ー
で
参
加
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
創
立
記
念
日
で
あ

る
5
月
11
日
に
合
わ
せ
、
歴
代
理
事

長
・
専
務
理
事
を
ご
経
験
さ
れ
た
諸
先

輩
方
が
一
堂
に
会
さ
れ
、
久
方
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
合
い
な
が
ら
、
当
時
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
和
や
か
な
懇

親
の
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
懇
親
会
の
途
中
で
は
、
安
保

専
務
理
事
よ
り
4
月
末
ま
で
の
事
業
報

告
並
び
に
会
員
拡
大
活
動
の
進
捗
、
今

後
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
諸
先
輩
方
か
ら
は
、
現
役
メ
ン
バ
ー

に
対
し
数
多
く
の
温
か
い
激
励
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
、
今
後
の
活
動
に
向
け
て

よ
り
一
層
身
の
引
き
締
ま
る
、
大
変
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
島
理
事
長
が
掲
げ
る
「
燈
」
の
も

と
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
た
め

に
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

ブ
ロ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
大
会

竹
原
青
年
会
議
所

60
周
年
記
念
式
典

歴
代
理
事
長
・

専
務
理
事
懇
親
会



　5月31日(日)、広島ブロック野球大会が開催され、主管LOM
として尾道青年会議所が運営を務めました。前日の30日には尾
道国際ホテルにて前夜祭を開催し、如水館高等学校チアリー
ディング部による迫力あるパフォーマンスや、自転車を活用した
組み合わせ抽選会アトラクションで大いに盛り上がり、参加者同
士の交流と親睦を深める機会となりました。
　大会当日は雲ひとつない晴天に恵まれ、広島県内12LOMのメ
ンバーが熱戦を繰り広げました。3会場に分かれての開催となり
ましたが、大きなトラブルや怪我もなく円滑に運営することがで
き、参加者の皆さまからも多くの喜びの声をいただきました。な
お、本大会は三次青年会議所が見事初優勝を果たされました。
ご参加、ご協力いただいた皆さまに心より感謝申し上げます。

（記事：地域交流委員会 委員長 　今城 佑基）

　令和8年5月31日（日）、広島ブロック野球大会が開催されました。尾道青年会議所は主管LOMとして
大会運営を担い、多くのメンバーの協力のもと当日を迎えました。
　予選リーグ第1戦は府中JCとの対戦。序盤から接戦となる中、梅本君の同点2点タイムリーが飛び出す
など打線が奮起し、6－3で勝利を収めました。
　続く第2戦は福山JCとの対戦。初回に2点を先制される苦しい展開となりましたが、中村君のホームラ
ンで同点に追いつきます。その後、二死満塁の好機を作るもあと一本が出ず、次の回に勝ち越しを許し、2
－4で惜しくも敗戦となりました。
　第3戦は庄原JCとの対戦。初回から打線がつながり5点を先制すると、2回には小迫佳紀君のホームラ
ンも飛び出し、終始試合の主導権を握ったまま勝利を収めました。
　結果としては2勝1敗となりましたが、得失点差により惜しくも上位進出とはなりませんでした。しかし
ながら、選手たちは最後まで諦めることなく全力で戦い抜き、尾道JCらしい熱い試合を展開しました。
　また、本大会開催にあたり、未来構築委員会の亀山委員長、小川委員長幹事をはじめ、組織づくり推進
室の吉田副理事長、地域交流委員会の今城委員長、髙橋副委員長ならびに委員会メンバーの皆様には、
大会準備および当日の設営・運営にご尽力いただきました。
　さらに、約3か月にわたる練習期間を通じ、多くの皆様より差し入れやご支援、ご声援をいただきました
ことに心より感謝申し上げます。
　選手・設営という立場を越え、尾道JCが一丸となって取り組んだ広島ブロック野球大会。この大会で改め
て感じた仲間の存在や尾道への想いという「燈」を、これからの青年会議所運動へとつなげてまいります。
　ご参加、ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。

（記事：キャプテン　福森 慈大）

ブロッ
ク

 野球
大会

　
5
月
9
日
（
土
）
、
賀
茂
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
理
事
長
を
は

じ
め
11
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
県
内

12
Ｌ
O
M
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
び
に
各
青
年

会
議
所
の
O
B
の
皆
様
が
一
堂
に
会
す
る

中
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る
大

変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
と
し

て
初
の
試
み
と
な
る
チ
ー
ム
対
抗
戦
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
（
ベ
ス
ト
ボ
ー
ル
方
式
）
が
採

用
さ
れ
、
普
段
交
流
す
る
機
会
の
少
な
い

他
L
O
M
の
皆
様
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
見
事
優
勝
を
果
た
さ
れ
た
の
は
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
で

も
あ
り
ま
す
小
池
会
長
率
い
る

チ
ー
ム
「
の
り
こ
し
と
ゆ
か
い
な

仲
間
達
」
の
皆
様
で
す
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
各
青
年
会
議
所

が
持
ち
寄
っ
た
地
域
の
名
産
品
が

贈
ら
れ
、
各
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
場
と
し
て
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
皆

様
、
並
び
に
主
管
い
た
だ
き
ま
し

た
東
広
島
青
年
会
議
所
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

　
5
月
23
日
（
土
）
、
竹
原
青
年

会
議
所
「
創
立
60
周
年
記
念
式
典 

～
き
ず
な
　
60
年
の
感
謝
を
、
未

来
へ
つ
な
ぐ
絆
に
～
」
に
、
尾
道

青
年
会
議
所
よ
り
理
事
長
、
専
務

理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
60
年
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ

て
き
た
歴
史

と
伝
統
、
未

来
へ
想
い
を

つ
な
い
で
い

く
力
強
い
決

意
が
感
じ
ら

れ
る
、
大
変

意
義
深
い
時

間
と
な
り
ま

し
た
。
祝
賀

会
で
は
現
役
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
楽
器

演
奏
が
披
露
さ
れ

る
他
、
竹

原
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
素
晴

ら
し
い
設
え
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、
竹
原
青
年
会

議
所
創
立
60
周
年
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

　
5
月
11
日
（
月
）
、
尾
道
国
際
ホ

テ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
「
第
4
回 

歴

代
理
事
長
・
専
務
理
事
懇
親
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
中
島
理
事
長
を
は
じ
め

数
名
の
現
役
メ
ン
バ
ー
で
参
加
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
創
立
記
念
日
で
あ

る
5
月
11
日
に
合
わ
せ
、
歴
代
理
事

長
・
専
務
理
事
を
ご
経
験
さ
れ
た
諸
先

輩
方
が
一
堂
に
会
さ
れ
、
久
方
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
合
い
な
が
ら
、
当
時
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
和
や
か
な
懇

親
の
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
懇
親
会
の
途
中
で
は
、
安
保

専
務
理
事
よ
り
4
月
末
ま
で
の
事
業
報

告
並
び
に
会
員
拡
大
活
動
の
進
捗
、
今

後
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
諸
先
輩
方
か
ら
は
、
現
役
メ
ン
バ
ー

に
対
し
数
多
く
の
温
か
い
激
励
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
、
今
後
の
活
動
に
向
け
て

よ
り
一
層
身
の
引
き
締
ま
る
、
大
変
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
島
理
事
長
が
掲
げ
る
「
燈
」
の
も

と
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
た
め

に
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

ブ
ロ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
大
会

竹
原
青
年
会
議
所

60
周
年
記
念
式
典

歴
代
理
事
長
・

専
務
理
事
懇
親
会



JC
一般社団法人尾道青年会議所 http://www.ojc.or.jp/　〒722-0035 尾道市土堂2-10-3  尾道商工会議所ビル3F
TEL：0848-20-1110　FAX：0848-20-1112　E-mail：ojc@urban.ne.jp　Facebook：http://www.facebook.com/isojcnow

6月号
2026年JCLIFEJCLIFE

　
2
0
2
6
年
も
早
く
も
6
月
に
入
り
、い
つ
の
間
に
か
梅
雨

に
入
り
雨
時
々
夏
日
た
ま
に
真
夏
日
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
暑

い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。暑
く
て
た
く
さ
ん
汗
を
か
く
と
冷

た
い
飲
み
物
が
非
常
に
美
味
し
い
、と
り
わ
け
冷
え
た
ビ
ー
ル

や
チ
ュ
ー
ハ
イ
は
最
高
…
な
の
で
す
が
ふ
と
視
線
を
下
げ
る
と
し
っ
か
り
目
に

出
た
お
腹
が
や
は
り
目
に
つ
き
ま
す
。さ
す
が
に
、と
思
い
水
や
お
茶
で
食
事
し

て
い
る
の
で
す
が
、気
付
け
ば
手
に
は
お
酒
が
握
ら
れ
空
の
缶
や
ジ
ョ
ッ
キ
が
量

産
さ
れ
ま
た
大
き
く
な
る
我
が
腹
部
、自
分
の
意
志
薄
弱
さ
を
呪
う
日
も
続
い

て
お
り
ま
す
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
記
事 

：
徳
岡 

万
里
）

facebookHP Instagram

新　入　会　員　紹　介

●学生時代頑張ったこと
　バスケットボール部に所属し、仲間と切磋
琢磨しながら日々の練習に全力で取り組み
ました。試合に向けてチームで課題を乗り
越える中で、継続する力や協力する大切さ、
目標に向かって努力し続ける姿勢を身につ
けました。

●仕事で頑張っていること
　仕事を通して関わる人の人生を彩る
ことを大切にしています。一人ひとりに寄り添い、その人にとって価値のある時
間や体験をイベントを通して届けられるよう日々意識しています。
●趣味・好きなこと
　ゲームや漫画、アニメなどのエンタメが好きで、日々の楽しみになっています。
また、風景写真を撮ることも趣味で、自然や街並みの一瞬を切り取る時間を大切
にしています。

会社名 ㈲理興 R&Rレンタル尾道　会社住所 尾道市高須町4788-15　業種 イベント業（思い出創造業）

福
嶋

　広貴

ふ
く
し
ま

ひ
ろ
き

●学生時代に頑張ったこと
　小、中、高とずっと野球を続けてきました、高校は3年間寮
生活で野球に打込みました。
　一致団結して三年生の時には夏の甲子園に出場すること
ができました。

●仕事で頑張っていること
　弊社は防災事業として有事の
際の災害耐性を少しでも上げる
ために社員一丸となって日々努
力しています。
　年齢関係なく、同志が集うような職場をつくっていきます！
●趣味・好きなこと
　古い音楽を聞いたり昔の映画を見ることが好きなので、仕事と両立できるくら
いの時間が確保できるように頑張ります！

会社名 株式会社コアブリッジ 　会社住所 尾道市山波町2301-7　業種 住宅設備機器関連業

飛
谷

　暁儀

ひ
や

あ
き
の
り

編 集
後 記
編 集
後 記

　
5
月
15
日
（
金
）
、
「
A
I
を
“
使
う
”
か
ら

“
活
か
す
”
へ
～
活
動
を
支
え
る
新
た
な
選
択
肢

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
5
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
本
例
会
で
は
、
講
師
と
し
て
し
ま
な
み
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

粟
村
光
範

氏
を
お
招
き
し
、
A
I
技
術
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
即
興
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
や
会
社
の
P
R
ソ
ン
グ
を
生
成

す
る
実
演
も
交
え
な
が
ら
、
A
I
の
活
か
し
方
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
参
加
者
が
A
I
を
活
用
し

な
が
ら
尾
道
の
課
題
に
つ
い
て

考
え
、
意
見
を
出
し
合
い
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
実
践
を
通
し

て
、
A
I
技
術
を
J
C
活
動
に
ど

の
よ
う
に
活
か
せ
る
か
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
限
ら
れ
た
労
力
の
中
で
活
動
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
A
I
技
術
の
活
用
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
例
会
が
、
A
I
に
頼
り
切

る
の
で
は
な
く
、
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
上
手
に
活
か
し
な

が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
質
の

高
い
活
動
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
記
事
：
総
務
広
報
委
員
会 

委
員
長

徳
岡 

万
里
）

　
5
月
17
日
（
日
）
、
ト
ム
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
に
て

家
族
会
「
牧
場
物
語
～
自
然
と
い
の
ち
に
ふ
れ
る
牧

場
体
験
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
乳
牛
や
ヤ
ギ
、

羊
、
ロ
バ
な
ど
の
動
物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
パ

ン
作
り
・
バ
タ
ー
作
り
・
乳
し
ぼ
り
体
験
、
B
B
Q

を
通
し
て
、
自
然
の
豊
か
さ
や
“
い
の
ち
”
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
交
流
も
深
ま

り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
家
族
会
と
な
り
ま
し
た
。
家
族

会
を
通
じ
て
会
員
同
士
や
ご
家
族
同
士
が
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
準
備
・

運
営
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て

大
き
な
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
未
来
創
造
委
員
会 

幹
事
　
高
尾 

亮
平
）

　
6
月
2
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
6
月
合
同
委
員
会
に
て
理
事

長
候
補
者
等
選
考
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
に
先
立

ち
、
山
本
直
前
理
事
長
よ
り
、
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
の
心
構

え
や
注
意
事
項
を
説
明
し
、
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
票
の

結
果
、
理
事
長
候
補
者
等
選
考
委
員
に
選
出
さ
れ
た
の
は
左
記

の
7
名
の
方
々
で
す
。

（
五
十
音
順
）

安
保
大
輔
君
・
加
藤
雅
崇
君
・
加
藤
雄
大
君
・
亀
田
康
寿
君

半
田
祐
樹
君
・
向
井
豪
佑
君
・
吉
田
嵩
正
君

　
以
上
７
名
に
中
島
理
事
長
と
山
本
直
前
理
事
長
で
構
成
さ
れ

る
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
次
年
度
理
事
長
候
補
者
並
び
に
、
次

年
度
監
事
予
定
者
が
選
考
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、
次
年
度
理
事
長

は
ど
な
た
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
記
事
：
徳
岡 

万
里
）

5 

月 

例 

会

家 

族 

会

家 

族 

会
理
事
長
候
補
者
等

　
　
　

選
考
委
員
選
挙
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